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安心・安全で持続可能な社会を実現するために

リスクの数だけ、
可能性がある。
リスク研究で、
未来を変えていく。

　横浜国立大学は2014年10月1日、科学技術の進歩と社会の要請に応じた実
践的学術の国際拠点としての機能を一層発展させるために、リスク共生学の
創生を掲げて「先端科学高等研究院（Institute of Advanced Sciences : IAS）」を設
置しました。リスク共生学とは、人間活動を取り巻く多様なリスクを解析・評
価し、これらを的確に低減することによって、安心・安全で持続可能な社会を
実現するための技術、システム、そしてそれらを社会実装するための手法を提
供する学問分野です。本学の強みであり、他大学では類を見ないリスク共生
学の研究を中心に、安心・安全で持続可能な社会を世界的に実現するための研
究拠点の形成を重点目標に掲げています。
　先端科学高等研究院が設置されて１年半が経過したことを機に、2016年3
月3日（木）、トラストシティカンファレンス・丸の内で、シンポジウム「リスク
共生学の創生」を開催いたしました。特別講演および招待講演とともに、この
分野における本学の先進的な研究活動を紹介。加えて、リスク共生学の創生
と展開において、先端科学高等研究院が果たすべき役割について、パネル討論
会を行いました。
　参加者数は学外からの48名を含めて合計118名。本報告書は、本シンポジウ
ムの位置づけ、各講演およびパネル討論会の概要、シンポジウムの成果を踏ま
えた今後の戦略的研究・展開等について、全体の概要を掴んでいただくために
まとめたものです。
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開会挨拶

来賓挨拶

長谷部 勇一

戸谷 一夫

（先端科学高等研究院長・横浜国立大学長）

（文部科学省 文部科学審議官）

　本日は、横浜国立大学・先端科学高等研究院のシンポジ
ウム「リスク共生学の創生」にご参加いただき、誠にあり
がとうございます。厚く御礼申し上げます。本日は、先端
科学高等研究院の概要、この1年半の活動状況と成果、今
後の展開等についてご説明、ご紹介をさせていただきます。
当シンポジウムを通じまして、横浜国立大学が推進してお
りますリスク共生研究およびリスク共生学の確立に向けた、
なお一層のご支援とご鞭撻をいただければと存じます。ど
うぞ、よろしくお願いいたします。

　本日はお招きいただきありがとうございます。本シンポ
ジウムでは、「リスク共生学の創生」と題し、横浜国立大
学が推進するリスク共生学の先進的な研究活動をご紹介い
ただく予定とうかがっております。文部科学省といたしま
しても、安全・安心な社会の実現、科学技術分野における
研究開発の推進、さらにはこの分野を担い、先導していく
人材の育成が大変重要な課題であると考えております。本
日のシンポジウムを通じまして、グローバル社会に欠かせ
ない新たな視点によるリスクマネジメントと、技術システ
ムのイノベーションにつながるような活発なご議論が行わ
れることを心より祈念いたします。

1984年一橋大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学（経済学
修士）。同年横浜国立大学経済学部助教授、1988年カリフォルニア州
立大学バークレー校客員研究員、1996年横浜国立大学経済学部教授、
2011年同大学大学院国際社会科学研究科長。2015年より現職。

1980年東北大学工学部卒業、旧科学技術庁入省。科学技術振興局研
究基盤課⻑、文部科学省研究振興局ライフサイエンス課⻑、内閣府政
策統括官（科学技術政策担当）付参事官（原子力担当）、大臣官房審議官（高
等教育局担当）、国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構理事、研
究開発局⻑、官房長を歴任、2015年より現職。

HASEBE Yuichi

TODANI Kazuo
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閉会挨拶

長谷部 勇一（先端科学高等研究院長・横浜国立大学長）

戸谷 一夫（文部科学省 文部科学審議官）

藤江 幸一（先端科学高等研究院 教授・副高等研究院長）

高圧酸素圧縮機の火災―技術から科学へ、科学から技術へ―

佐藤 順一（公益社団法人 日本工学会 会長・元 株式会社IHI検査計測 社長）

Reducing Risk - Systems Health Management and Prognostics within the Internet of Things -

ミカエル・ペクト（メリーランド大学 教授・先端科学高等研究院 連携教授）

IAS「社会インフラストラクチャの安全」研究ユニット　藤野 陽三（先端科学高等研究院 上席特別教授）

先端科学高等研究院・11研究のユニットご紹介

シンポジウム写真集

リスク・システム・人間　安西 祐一郎（独立行政法人 日本学術振興会 理事長）

リスク共生社会とは

森下 信（横浜国立大学理事（研究・評価担当）・副学長）

当日プログラム

アンケート結果報告

参加者の声／シンポジウム告知ポスター・新聞広告紹介

01 概要 安心・安全で持続可能な社会を実現するために

※出席者のプロフィールは開催時点のものです。（以下同）
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※PI：Principal Investigator（主任研究者）

1980年東京工業大学大学院修了（工学博士）。同年同大学資源化学研究
所助手、1988年横浜国立大学工学部助教授、1994年豊橋技術科学大
学教授、2007年より横浜国立大学大学院環境情報研究院教授、2014
年より先端科学高等研究院副高等研究院長。

FUJIE Koichi

［先端科学高等研究院の概要について］

社会が抱える多様なリスクの解決を目指す
グローバルな先端研究拠点
藤江 幸一

（先端科学高等研究院 教授・副高等研究院長）

　高密度活動によって支えられている都市への人口集中が
加速しています。安心・安全かつ持続可能な未来社会の実
現を阻害する要因が多数あります。地球規模での資源・エ
ネルギーの枯渇や生活環境の劣化に伴う健康リスクの上昇、
自然災害の大規模化と高頻度化、社会基盤や設備の老朽化
に伴う構造物の崩落事故や産業災害の頻発とそれによる社
会機能の低下、ヒューマンエラーや未完成技術がもたらす
システム障害などです。これらを克服し、しなやかで強靭
な社会を実現することは、人々の生命・財産、社会資本を
守り、産業活動や都市機能を維持向上するために非常に重
要です。そのためには、新たな価値観に基づいた効果的・
効率的な対応が必要であると判断し、“リスク共生学”の
創生とリスク共生研究の成果を社会に幅広く発信すること
を目指して、先端科学高等研究院の活動をスタートさせま
した。
　先端科学高等研究院では、学内に分散していた関係の研
究者を結集し、①安心・安全イノベーション、②スマート
シティー創造とイノベーション、③ライフイノベーション
の３領域に加えて、異分野間の連携を一層推進する複合領
域を設定し、これら領域には総数で11の研究ユニットを
配置しました。研究ユニットは顕著な研究活動を実施して

いる学内の主任研究者（PI※）を中核として、国際的に高
い知名度を有する海外PI、研究成果の産業化やグローバ
ル基準への展開を担う産業界PIで構成されています。３
者が連携し、学内外の研究者とのネットワークを強化する
ことによって国際連携、産学連携を基本としたグローバル
なスケールとレベルでの研究推進と社会への展開を行って
います。すでに11研究ユニットでは49名の外国人研究者
を含めて、134名が研究活動に参画しています。
　先端科学高等研究院は、過半数が学外委員で構成される
運営諮問会議の意見をいただきながら学長直下の組織とし
て運営を行っております。学内外への情報発信も積極的に
行っており、この1年半で海外開催を含めて16回のシンポ
ジウムをはじめ、学生も対象としたサロンやセミナーを実
施してきました。
　本学では、2015年10月に「リスク共生社会創造センター」
を発足させました。先端科学高等研究院における研究成果
の社会実装を加速することを大きな目的としております。
既設の大学院部局と連携しながら、“リスク共生学”をは
じめとした本学における先端研究を推進するための“知の
創出の循環システム”を実現し、本学の発展に貢献するこ
とを目指して活動しております。
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［招待講演 1］高圧酸素圧縮機の火災 ―技術から科学へ、科学から技術へ―

「技術から科学へ、科学から技術へ」
～高圧酸素圧縮機の安全基準策定より～

佐藤 順一
（公益社団法人 日本工学会 会長・元株式会社IHI検査計測 社長）

　私は、全国で初めて横浜国大に設置された安全工学科の
第一期生と同じ1971年に本学の機械工学科を卒業しました。
卒業後、大学院および民間企業を経て、本年3月に科学技
術振興機構(JST)の研究開発戦略センターに着任したばか
りです。本日は、技術を支える科学の探究によって、新た
な技術開発を実現する、すなわち技術から科学へ、そして
科学から技術への連関の重要性を、経験を踏まえながら、
お話をさせていただきます。
　私が博士課程を修了して企業に入社した時、たまたま製
鉄所や化学工場に多数設置されている高圧酸素圧縮機の火
災事故が発生し、火災事故原因の究明さらには安全な酸素
圧縮機の開発に取り組むことになりました。最初に感じた
ことは、科学的に解明されていない事柄が多くあり、経験
的な手法で開発が行われているということでした。それは、
この現象に基礎科学から徹底的に取り組む必要があること
を示していました。
　科学の成果を実用に役立てるのが技術であり、その成果
が商品です。科学が普遍的な知識である一方で、技術は組
織や技術者に属している具体的なわざです。科学と技術の
間には、用いる用語やその定義が異なるなど、情報の交換
や連携の壁が存在します。科学をになう大学と技術をにな
う企業が、違いを乗り越えて一緒に連携することは非常に
重要です。

　高圧酸素圧縮機の火災事故に戻ります。部材の種類や大
きさ、温度や酸素圧力などを変化させ、多様な条件下で、
酸素中で金属が燃焼する際の現象を緻密に観察しました。
溶融金属表面での流動や物質移動、酸化生成物の挙動など
の基礎科学的研究の結果に基づいて、金属燃焼のモデル化
を行いました。金属が燃えない、火災が伝播しない、その
ような条件の範囲を明らかにし、安全な酸素圧縮機の開発
を可能にしました。その技術や基準は世界の70％の酸素
圧縮機に使われており、現在、アメリカ航空宇宙局NASA
で使用されている金属材料の酸素系安全基準は、私共の成
果に準拠して作成されたものと判断しています。
　我々は高圧酸素圧縮機の技術開発に成功し、世界がこの
基準を採用してくれました。企業が持続的に成長していく
ためには、科学の成果を製品開発技術に取り入れ、独自の
科学技術イノベーションを起こすことが必要です。オリジ
ナルな技術を持つ、そしてその重要性を社会が理解する必
要もあります。科学を理解していない製品開発技術者は、
科学の成果を有効に使うことはできません。一方で、製品
を理解していない科学者は、製品開発に有用な成果をつく
り出すことはできません。技術から科学へ、科学から技術
へ、この重要性を横浜国大が、そして先端科学高等研究院
が十分に理解し、日本に、そして世界に貢献できる研究成
果を上げていただきたいと期待しています。

SATO Junichi

1976年東京大学大学院博士課程修了。同年石川島播磨重工業 ㈱入社、
取締役常務執行役員技術開発本部長を経て2008年㈱ IHI検査計測社
長に就任。東北大学、ブレーメン大学、清華大学等の客員教授、（一社）
日本燃焼学会会長、（一社）日本機械学会会長を歴任。
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［招待講演 2］

「リスクの低減」
―モノのインターネットが可能にするシステムヘルスマネジメントとプログノスティクス

Reducing Risk - Systems Health Management and Prognostics within the Internet of Things -

ミカエル・ペクト
（メリーランド大学 教授・先端科学高等研究院 連携教授）

　モノのインターネット（Internet of Things）は今日の技
術革新における最大の革命とも言われます。この技術に将
来性を見出す企業も多く、興味深い開発も進められていま
す。特に、システムヘルスモニタリングとプログノスティ
クスの分野が、モノのインターネットによって、その真価
を発揮すると思われます。 
　プログノスティクスにおけるシステムヘルスマネジメン
トとは、システム上に医者を置くようなものです。今まで
分かっていなかったこと、知っておくべきことを知りたい、
製品がどのように使われるか経緯を知りたい、という要望
に応えていく仕組みです。実際行われている、予想外の使
い方について知ることもできます。事故やリスクは、私た
ちがものを知らないということに端を発することが多いの
です。知らなければならないことが何かさえ分かっていな
いこともあります。 
　そこで、システムヘルスマネジメントでは、相関行列計
算を用いて、パラメータ群の集団的動作を特定します。そ
こでは、統計的プロセス制御の工学的知見を持って、判断
します。融合的アプローチから生まれる融合的プログノス

 The Internet of Things is possibly the biggest revolution in 
the technology innovation today. Companies see tremendous 
opportunities in this technology, and are making some interesting 
developments. We see the areas of systems health monitoring and 
prognostics to be very valuable. 
 Systems health management in prognostics is like putting a doctor 
on the shoulder of the systems. We want to know what we don’t 
know. We want to follow what’s happening. We might learn about 
unlikely conditions of use. The accidents and the risks are usually 
happening because we don’t know something. We don’t even have 
an idea what we need to know. 
 We calculate the correlation matrix to identify how the parameters 

ティクスにより、将来のリスク低減に有益な診断を導き出
せるのです。
　モノのインターネットにより、ヘルスモニタリングとプ
ログノスティクスの評価が可能になります。また、モノの
インターネットを使うことで、不具合の発生形態に関する
情報や、メカニズムを決定づけたり、ツールを使う際の情
報など、ライフサイクル上の環境や運用におけるさまざま
な情報が得られます。そこから残留耐用年数を算出し、不
具合防止に役立てられるほか、保守整備の事前計画や性能
最適化にも活用できます。つまり、モノのインターネット
により、これまで知られていなかったことを知ることで、
リスクを低減することができるのです。　

move together. We can use engineering understanding of statistical 
process control to make a determination. We use the fusion 
approach, and the fusion prognostics provide diagnostics to help 
reduce future risks.
 The Internet of Things enables health monitoring and prognostics 
assessment. It provides information on the life cycle environmental 
operational roles: how its use provides information on the 
failure modes, decides mechanisms, and using the tools. We 
can determine remaining useful life for failure prevention, for 
maintenance forecasting, and for performance optimization. 
The Internet of Things helps us know what we don’t know, thus 
reducing our risks.　

Michael Pecht

ウィスコンシン大学マディソン校修士課程修了（電気工学、機械工学）、
同博士課程修了（機械工学、Ph.D.） 。1986年よりメリーランド大学ライフ
サイクル工学先端研究センター（Center for Advanced Life Cycle Engineering） 長。
IEEE Fellow、ASME Fellow、SAE Fellow、 IMAPS フェロー。
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［研究講演］IAS「社会インフラストラクチャの安全」研究ユニット

領域を超えた連携でリスク共生学を実現
「使う技術」から「使いたくなる技術」へ

藤野 陽三
（先端科学高等研究院 上席特別教授）

　私の専門は、橋などの土木インフラストラクチャです。
これまで、国の富をGDP（国内総生産）で計ることがよく行
われてきましたが、最近、自然資本、人工資本、人的資本の3
つを合わせた“Inclusive Wealth Index ”(IWI：包括的富の指標)

という新しい指標を国連大学が出した2012年の報告書で提
唱しています。人工資本の中で土木インフラストラクチャ
は重要な位置を占めます。消費が中心となるGDPではなく、
未来に向けての投資や財をスケールにするべきだということ
なのです。
　土木インフラをマネジメントする場合は、予防保全そし
て維持管理、この2つのバランスをとっていく必要があります。
日本はこれまで耐震補強にざっと5,000億円かけたと言われ
ています。そのおかげで、東日本大震災では地震による直接、
間接被害を何兆円も小さくすることができました。インフ
ラがちゃんとしていることの効果は大きいのです。
　『社会的共通資本』（2000年 宇沢弘文＝著）という本には、
社会的共通資本には3種類あると定義されています。１つ
は自然環境――これは自然科学の領域です。2つめが橋な
どの社会的インフラストラクチャ―で工学的な領域。これ
が、先に述べた人工資本の重要な部分を占めます。そして
3つめが教育や医療などの社会システム（制度）――こち
らは社会科学の領域です。
　インフラを「文明の装置」と言っていた文明学者の梅棹忠
夫先生は「インフラの分野では工学、社会科学、自然科学が
横につながって活動しなければならない」と言われています。
私は、先端科学高等研究院も同様であると考えます。
　2014年に発足した先端科学高等研究院「社会インフラ
ストラクチャの安全」研究ユニットでは、ケンブリッジ
大学の曽我健一先生とイリノイ大学のB.スペンサー先生、
そして私の3人が上席特別教授として研究活動を行ってい

ます。併せて、産業界との連携として、昨年、NEXCO東
日本道路株式会社関東支社と首都高速道路株式会社と包括
協定を結び、首都高速道路株式会社とは今年から共同研究
を始めました。
　私は、巨大地震の際、橋梁上で大型自動車が転倒した時
のリスクについての研究も行っています。2011年3月11日
東日本大震災では、横浜ベイブリッジが揺れ、大型トレー
ラーが１台、橋の上で横転しました。もし首都高速道路で
大地震時に何台ものトラックが転倒すると、それによって
渋滞し駐車場化することになり、非常に危険です。この研
究を展開するにあたっては、土木インフラ専門の私だけで
なく、地震学、自動車工学、交通学など、それぞれの専門
家がつながる必要があります。大震災時の分析なども、そ
ういった連携で臨むべきだと思っています。
　現在では、インフラの課題を、ロボット、センサーなど
のさまざまな先端技術によって解決することが非常に増
えています。このような場合、それぞれ、さまざまな分野、
いわば違う言語を使う組織が研究開発することになるので、
ニーズとシーズをちゃんとマッチさせることが必要になります。
領域を超える「翻訳家」のような存在が重要になると思い
ます。そういう方がいれば「使える技術」ではなく「使い
たくなる技術」が生まれる、それがイノベーションなので
はないかと思います。横断的な取り組みを通じて、リスク
共生学の確立を実現したいと思っています。
FUJINO Yozo

1972年東京大学工学部土木工学科卒業、1976年ウォータールー大学
土木工学科博士課程修了（Ph.D.）。同大学博士研究員、東京大学地震
研究所助手、筑波大学構造工学系助手等を経て1990年東京大学工学
部教授（土木工学科）。紫綬褒章、米国土木学会ジョージ・ウインター
賞、（公財）服部報公会報公賞など多数受賞。2014年より先端科学高
等研究院上席特別教授、同研究院・社会インフラストラクチャの安全
研究ユニット主任研究者を兼務。東京大学名誉教授。
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先端科学高等研究院
研究紹介
+POSTER SESSION

FUJINO Yozo

藤野教授のプロフィールは
7ページをご参照ください

社会インフラストラクチャの安全
研究ユニット
藤野 陽三

（先端科学高等研究院 上席特別教授）

　社会インフラストラクチャとは、道路や水道、ガスなど
の国土や都市をつなぐネットワークで、私たちの生活を支
えています。社会的共通資本の1つである社会インフラの安
全について、工学だけでなく、自動車工学や地震学などの理学、
経済学などの社会科学等さまざまな分野が横断的につながっ
て研究を行っています。また、劣化検知やヘルスモニタリン
グのためのセンサーや通信方式の開発なども行っています。
産業界との連携では、首都高速道路株式会社と共同研究を行
い、NEXCO東日本の関東支社とは包括協定を結んでいます。
　我が国では膨大なインフラストラクチャが老朽化する時
代を迎えています。安全で事故や災害に対して強靭なイン
フラ構築に向けて、センシング、ロボット技術などの先端
技術を活用し、効率的なインフラマネジメント技術を構築
します。海外への展開も図ります。

Research Uni t  :  
Safety and Resi l ience of Infrastructure and Infrastructure Systems

11研究ユニットのご紹介

先端科学高等研究院は、国際連携と産学連携が共生した研
究ユニットを構築。グローバルスタンダードに対応した実
践性の高い研究シーズの創出を目指しています。現在院内
には、11の研究ユニットがあり、それぞれのテーマに沿っ
た研究活動を行っています。
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MITSUSHIMA Shigenori

1987年横浜国立大学工学部卒業。同大学院博士課程前期修
了後、㈱日立製作所入社。1998年同大学にて博士号取得（工
学博士）。2000年同大学工学部助手、助教授、准教授を経て
2011年より同大学院工学研究院教授。2014年より先端科学
高等研究院･水素エネルギー変換化学研究ユニット主任研究
者を兼務。

YOSHIKAWA Nobuyuki

1984年横浜国立大学工学部卒業。1989年同大学院博士課程
修了(工学博士) 後、同大学工学部助手、講師、助教授を経
て2004年より同大学院工学研究院教授。(独)日本学術振興
会第146委員会賞、(一社)未踏科学技術協会超伝導科学技術
賞等を受賞。2014年より先端科学高等研究院・超省エネル
ギープロセッサ研究ユニット主任研究者を兼務。

水素エネルギー変換化学
研究ユニット

超省エネルギープロセッサ
研究ユニット

光島 重徳

吉川 信行

（先端科学高等研究院・工学研究院 教授）

（先端科学高等研究院・工学研究院 教授）

　再生可能エネルギーを導入して、二酸化炭素排出量を
抑制する場合に、重要なことは「3E＋S」、つまりEnergy 
security, Economic growth, Environmental conservation
＋Safety、安定供給ができ、経済的に成長し、環境適合性
があり、かつ安全であることです。私たちは水素を使った
再生可能エネルギーの安定化について研究しています。再
生可能エネルギー利用拡大に資する新規エネルギーキャリ
ア技術の研究では、再生可能エネルギーを大規模かつ高効
率に貯蔵・輸送するトルエン電解水素化電解槽の原理を確
認しました。また、燃料電池の本格普及を目指す非金属酸
化物系酸素還元触媒の研究では、有機錯体を原料とするこ
とで、酸化物触媒のナノ化に成功し、5年間で触媒活性を
1000倍以上に向上させました。

　私たちのユニットでは、現代社会が今後直面する電力需
要の爆発的な増大に対して、サイエンスの基礎研究をベー
スとする研究を行っています。将来の高性能スーパーコン
ピューターやデータサーバの省エネ化のために、エネルギー
効率が極めて高い集積回路の実現を目指しています。高速
性が特徴の超伝導磁束量子回路を断熱的に動作させ、熱力
学的に極限的低エネルギーで動作する論理回路を開発しま
す。また、可逆論理回路の提案と動作実証の研究も行って
います。入力から出力、出力から入力の双方向に論理計算
を行える可逆論理回路は、論理計算の消費電力をほぼゼロ
にできると言われています。私たちはAQFP論理回路を用
いた可逆論理回路を提案し、その双方向性論理動作を実証
しました。

Research Uni t  :  
Chemistry of  Hydrogen Energy Conversion

Research Uni t  :  
Extremely Energy-Eff ic ient Processors
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KOHNO Ryuji

1979年横浜国立大学工学部卒業。1984年東京大学大学院博士
課程(工学博士）修了後、東洋大学専任講師を経て1988年横
浜国立大学工学部助教授、1998年教授、2001年同大学院工
学研究院教授。2007年よりオウル大学工学部Distinguished 
Professorを兼務。IEEE Information Theory Society理事、IEEE 
& IEICEフェロー。IEICE業績賞、第1回ドコモ・モバイル・
サイエンス賞優秀賞等を受賞。2014年より先端科学高等研究
院・医療ICT研究ユニット主任研究者を兼務。

OKADA Tetsuo

1986年東京大学工学部卒業。博士（工学）。1986年石川島播
磨重工業㈱（現㈱IHI）入社、2002年より㈱アイ・エイチ・
アイ マリンユナイテッド、2013〜2014年ジャパン マリンユ
ナイテッド㈱ 。2010年より九州工業大学非常勤講師、2015
年より横浜国立大学大学院工学研究院教授、先端科学高等研
究院・海洋構造物の安全と環境保全研究ユニット共同研究者
を兼務。

医療ICT
研究ユニット

海洋構造物の安全と環境保全
研究ユニット

河野 隆二

岡田 哲男

（先端科学高等研究院・工学研究院 教授）

（先端科学高等研究院・工学研究院 教授）

　私たちの研究テーマは、先端情報通信技術（ICT）に基
づく医療機器の研究開発、レギュラトリーサイエンスによ
る認証です。通信事業者と連携し、無線ボディエリアネッ
トワーク（BAN）というICTを使って、遠隔地の独居高齢
者の健康診断、インシュリンポンプや手術ロボットのリモー
トコントロールなどを実施。そのリスクとベネフィットを
定量的に評価し、有効性と安全性をともに保障できる規制
の策定、実施に必要なレギュラトリーサイエンスの研究と
教育を実践しています。先端医療ICT機器の高信頼化に関
するマルチレイヤー統合最適化技術の研究開発、教育、標
準化、法制化、さらには医療機器のレギュラトリーサイエ
ンスに関する共同研究を国際産学官連携で行っています。

　近年、船舶の大型化・複雑化は、多くのリスクを生み出　
あるいは海洋油田の事故による「環境保全のリスク」があ
ります。それらを解決するために、極限海象下において安
全かつ環境に優しい船舶海洋構造物の追求を行っています。

「海洋大型浮体構造物の安全性と稼働性能研究」は、サン
パウロ大学との国際共同研究です。また、上海交通大学と
の共同研究である「船舶運航における省エネと安全性の研
究」では、地球温暖化対策としてIMO(国際海事機関)が定
めた新基準に対応した次世代船舶、荒天時の構造安全性能
を総合的に研究しています。

Research Uni t  :  
Medical  Information and Communicat ion Technology (Medical  ICT)

Research Uni t  :  
Safety of Marine Structures and Environmental  Protect ion
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MIYAKE Atsumi

1982年横浜国立大学工学部卒業。1984年同大学院修士課程
修了（工学博士）後、同大学院工学部助手。講師、助教授を
経て2006年より同大学院環境情報研究院教授。2014〜2015
年安心 ･ 安全の科学研究教育センター長。2013年 ( 独 ) 日
本学術振興会学術システム研究センター専門研究員を兼務。
2014年より先端科学高等研究院・コンビナート・エネルギー
安全研究ユニット主任研究者を兼務。

MATSUMOTO Tsutomu

1981年横浜国立大学工学部卒業。1986年東京大学大学院工
学系研究科修了（工学博士）後、横浜国立大学工学部専任講師、
助教授、教授を経て2001年より同大学院環境情報研究院教授。
2005〜10年国際暗号学会IACR理事、2013年(独)日本学術
振興会学術システム研究センター専門研究員を兼務。2010
年文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）受賞。2014年
より先端科学高等研究院・情報・物理セキュリティ研究ユニッ
ト主任研究者を兼務。

コンビナート・エネルギー安全
研究ユニット

情報・物理セキュリティ
研究ユニット

三宅 淳巳

松本 勉

（先端科学高等研究院・環境情報研究院 教授）

（先端科学高等研究院・環境情報研究院 教授）

　日本の産業基盤である石油コンビナートやエネルギー関
連施設の安全性高度化のため、施設のプロセスや機械シス
テムが有するハザードの評価ならびに技術システムのリス
ク管理研究を行っています。石油コンビナートについては、
各関連省庁からの答申や報告に対応すべく、安全の技術基
盤の高度化、安全文化の醸成等に対する検討を行っていま
す。代替エネルギーである水素については「水素ステーショ
ンの安全性評価」において、安全・安心やリスクの概念を
法規制や技術基準に反映させるための研究も行っています。
技術的な解決に留まらず、市民や社会の意識とのフェーズ
合わせ、社会実装のための技術の高度化も目指し、社会リ
スクの構造化により、技術システムの社会実装を図ってい
きます。

　本ユニットでは、最先端マルウェア対策技術、暗号技
術、ソフトウェア・ハードウェア技術、システム技術、セ
キュリティ・エコノミクスなどを駆使してITの進歩の一歩
先を行くサイバーセキュリティ技術の研究を行っています。
IT分野における最大のリスクとは、ソフトウェアやハード
ウェアの脆弱な部分からの攻撃者による侵入です。直近では、
ネットワークを経由して、コンピューターやスマホだけでなく、
インフラを支える組込機器に被害が波及。私たちは、その
実態を解明するため、観測を行い解析をしています。また、
不正プログラムの解析も実施。最近では、IoTにおけるセキュ
リティ強化のための暗号チップの普及プロジェクトが、SIP

（戦略的イノベーション創造プログラム）に採択されました。

Research Uni t  :  
Safety and Risk Management of Process Industry & Energy Systems

Research Uni t  :  
Information and Physical  Securi ty
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NAKAO Wataru

1998年東京工業大学工学部卒業。2003年同大学院博士課程
修了(博士(工学))。横浜国立大学大学院工学研究院助手を
経て2011年より准教授。International Conference on Self- 
healing Materials 2013, 2015 Organizing Committee等。(一
社)未踏科学技術協会高木賞、文部科学大臣表彰・科学技術
賞（研究部門）等を受賞。2014年より先端科学高等研究院・
超高信頼性自己治癒材料研究ユニット主任研究者を兼務。

KITAYAMA Koh

1976年横浜国立大学工学部卒業。1980年同大学院修士課程
修了（工学修士）。1978年建築ユニット「ワークショップ」設
立。1987年同大学専任講師、助教授を経て2001年同大学院
工学研究院教授、2007年同大学院都市イノベーション研究院
建築都市デザインコース（Y-GSA）教授。1995年architecture 
WORKSHOP設立。2010年第12回ヴェネチア・ビエンナーレ
国際建築展・日本館コミッショナーなど歴任。2014年より先
端科学高等研究院・次世代居住都市研究ユニット主任研究者
を兼務。

超高信頼性自己治癒材料
研究ユニット

次世代居住都市
研究ユニット

中尾 航

北山 恒

（先端科学高等研究院・工学研究院 准教授）

（先端科学高等研究院・都市イノベーション研究院 教授）

　私たちは、自己修復材料を含めた化学反応を活用して、
生体の動的機能を模倣した新しい材料システムを創生する
研究をしています。20世紀以降はプラスチックや複合材料
などを使用した自己治癒材料を使ってきました。22世紀型
の生体の動的機能を模倣した材料を実装するには、過去の
材料が化学反応を起こすというリスクに対するベネフィッ
トを実証する必要があります。そこで、リスク共生学を含
んだ材料開発を目指し、「生体の動的機能模倣材料である
長繊維強化自己治癒セラミックスを主要アプリケーション
の要求特性を満足する材料として実証する」研究を実施。
2030年代の適用を目指し、国際標準化やイノベーション普
及戦略のために、社会科学系の研究者とともに、海外や産
業界も含めたコンソーシアムによって研究を進めています。

　私たちは、2010年のヴェネチア・ビエンナーレ国際建築
展以来、東京の脆弱市街地の研究を行っています。約7,000
ヘクタールの規模の木造密集市街地にあるリスクを分析し
て、それらに対応した未来の都市・地域のあり方、新しい
社会システムの構築に向けて、世界の都市の課題に照らし
合わせた居住に関する研究を行っています。2015年、ライ
ナー・ヘール氏（スイス連邦工科大学）とナンダ・エスクス
教授（カトリカ大学）を招聘し、共同研究を実施。ブラジル
のファベーラ（スラム）を対象に、Spaces of Commoning
の研究と、インフラや教育、居住に関する課題を解決する
提案を作成しました。日本の木造密集地域などにその方法
論を応用し、有効性の検証を行います。

Research Uni t  :  
Self-Heal ing Materials

Research Uni t  :  
Next-Generat ion Urban Habitats
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AKIYAMA Taro

FUJIKAKE Yoko

1984年東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得満期
退学、1986年横浜国立大学経済学部助教授、1997年教授、
2013年同大学院国際社会科学研究院教授、2015年より先端
科学高等研究院・グローバル経済社会のリスク研究ユニット
主任研究者を兼務。

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科修了（修士（社会
科学）、博士（学術））。国際協力事業団（現国際協力機構）
青年海外協力隊、東京家政学院大学大学院准教授等を経て、
2012年より横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院
教授。2014年より先端科学高等研究院・中南米開発政策研
究ユニット主任研究者を兼務。2016年より学長補佐。

グローバル経済社会のリスク
研究ユニット

中南米開発政策
研究ユニット

秋山 太郎

藤掛 洋子

（先端科学高等研究院・国際社会科学研究院 教授）

（先端科学高等研究院・都市イノベーション研究院 教授）

　本ユニットは、社会科学系の研究ユニットで、グローバ
ル化経済におけるリスクと不確実性の問題を総合的に研究
することが目的です。現在私たちが直面している、金融市
場の変動、高齢化、失業などのさまざまなリスクを研究。
これまで経済学におけるリスク研究では、確率や応用関数
によって定義し、その期待値をとるという評価をしてきま
した。しかし、実際には明確な確率があっても人々は理論
通りには行動せず、さらには、生じうる事象に確率を付与
できないという議論もあります。そこで、リスクの下では
人々がどのように行動し、それを評価するのかという「意
思決定論」の研究者も交えて、リスクに対する基本的な考
え方を研究しています。今後は経済におけるリスクのため
の数学的な理論の構築に展開していきます。

　本ユニットは、政策や開発を研究する社会科学、そして
工学や自然科学に領域がまたがっている文理融合型のユ
ニットです。ブラジル・コロンビア・メキシコ・パラグアイ・
ニカラグアなどで研究活動を行っている教員が結集し、ど
のようにすればよりよい社会開発ができるのか、また、ミ
クロからマクロまでの政策にそのコンセプトを反映するこ
とができるのかなど、中南米における開発政策の支援のた
めの研究を行っています。中南米諸国との大学間学術交流
協定を土台とし、リスク共生を目指した都市ならびに農村
における開発政策を研究。開発人類学・社会基盤学・ジェ
ンダーと開発学などを有機的に結合させ、フィールドに根
ざしたユニークな文理融合型の研究・発信を行っていきます。

Research Uni t  :  
Risks and Uncertaint ies in the Economy

Research Uni t  :  
Pol icy Development in Lat in America
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［特別講演］「リスク・システム・人間」

システムの中に、
人間の認知や情動の特性をいかに組み込むか
安西 祐一郎

（独立行政法人 日本学術振興会 理事長）

　私は工学の分野の中でも情報科学や認知科学を専門とし、
40年以上にわたって人間の認知や人工知能、意思決定に
ついて研究をしてきました。
　例えばシステムというものを考えると、そこにはデザイ
ンとマネジメントが必要となります。そのシステムの中に、
人間の認知や情動の特性をどのように組み込むか――とい
うことは、現代の課題だと思われます。
　人間の情動は、文脈に大きく左右されます。　「Aとい
う状況下では、Bのように情動が動く」ということが分かっ
ても、状況自体をＡであると分類するのは難しい。そこま
で立ち入って考える必要があります。
　大学院修士時代の専攻はシステム工学で、研究室の半分
の学生が飛行機の安全操縦について研究していましたが、
今でいう、いわゆる「ヒヤリ・ハット」については問題視
されていませんでした。リスクファクターの確率計算のモ
デルはたくさんありましたが、人間の認知特性まで潜って
リスクの問題を考えるということは、1970年当時はなかっ
たのです。
　横浜国立大学と同様、慶應義塾大学理工学部も横浜にあ
り、その日吉キャンパスにシステムデザイン・マネジメン
ト研究科（SDM）という大学院があります。私が塾長をし
ていた2008年に設立しました。毎年4月にシステムデザイ
ン、システムマネジメントについて、私が講義を行います
が、システムデザインはアクティビティであり、リスク対
応も含めたデザインが必要になっています。システムが稼
働し始めると、環境や状況、人も変わっていく。そこまで
見込んだデザインが求められるし、マネジメントも重要だ
ということを話しています。この研究科は、学部はなく修
士と博士課程のみ。しかも実務経験のある学生が多い。そ
れだけに非常に積極的で、活気のある雰囲気が印象的です。

SDMと工学科の院生にアンケート調査をしたところ、や
はりSDMの院生の方が俯瞰的でシステム的な物の見方を
する傾向が強い。その長所を生かしつつ、学問として確立
させることに尽力している最中です。　
　「リスク共生学」についても同じことが言えるかもしれ
ません。伝統的な学問に比べると、横断的な学問が根づく
ためには、相当な努力が必要とされます。
　1990年代初頭、私たちは世界初の HRI (Human-Robot 

Interaction)という研究を始めました。広い定義では、セン
サー、アクチュエーター、そしてコンピューティングデバ
イスがネットワーク化されていれば、「ロボット」なんで
す。肝心なのはアクチュエーターが入っていることで、そ
う考えるとほとんどのものがロボットと言えます。ビル
や施設、社会インフラなどもロボットの1つと考えられま
す。2016年の今年は、コロンビア大学でHRIの25周年記
念の国際会議が開催されます。人間と人間の相互作用と同
様、ロボットと人間の相互作用においても、今後リスクの
問題は重視されていくでしょう。リスクとどうやって共生
していくのか、ギリギリのところまでリスクを予防するこ
とはできるのか ――。ぜひ、先端科学高等研究院で研究し、
社会的に実現させてほしいと思っています。

1974年慶應義塾大学大学院博士課程修了（工学博士）。カーネギーメ
ロン大学客員助教授、北海道大学文学部助教授、慶應義塾大学理工学
部教授を経て、1993〜2001年同大学理工学部長、2001〜2009年慶應
義塾長。現在、独立行政法人日本学術振興会理事長、慶應義塾学事顧
問。中央教育審議会会長、環太平洋大学協会会長、情報処理学会会長、
日本認知科学会会長等を歴任。専攻は認知科学、情報科学。

ANZAI Yuichiro
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［パネル討論会］

コーディネーター： パネリスト：先端科学高等研究院 運営諮問会議 学外委員

話題提供者：

リスク共生社会とは

長谷部 勇一 泉 紳一郎

久村 春芳

馬来 義弘

鈴木 邦雄

野口 和彦

（先端科学高等研究院長・横浜国立大学長） （国立研究開発法人 科学技術振興機構 社会技術研究開発センター長）

（日産自動車株式会社 フェロー）

（公益財団法人 神奈川科学技術アカデミー 理事長）

（前横浜国立大学長・前先端科学高等研究院長）

（横浜国立大学 リスク共生社会創造センター長）

リスクに適切に対応することで、リスクを的確に低減し、新たな可能性も生
み出す。先端科学高等研究院が取り組む「リスク共生学」という新しい学問
の創生にあたり、どのようにして社会ニーズに対応すべきか、いかにリスク
共生社会を実現していくのか。 パネリストの方々と議論を展開しました。

IZUMI Shinichiro
泉 紳一郎
パネリスト

国立研究開発法人 科学
技術振興機構 社会技術
研究開発センター長

学際的にリスク共生学という分野を
確立するために
　先端科学高等研究院では、学内から世界的に見て高いレベルの研究成果を挙げてい
る研究ユニットを結集して、文理融合による「リスク共生」という新しいディシプリ
ンを生み出そうとしている。ここで重要なキーワードはTransdisciplinary、すなわち分
野横断による学際的取り組みであると思います。今、国際共同研究構想である“Future 
earth”が活動を行っています。ここでのキーコンセプトはアカデミアに加えてノンアカ
デミヤ、すなわち広く一般のステークホルダーとの連携によって研究をデザインし、そ
の研究を推進することで新しい知識のプロダクション活動を行い、成果を社会に実装す
るという考え方です。
　先端科学高等研究院において“リスク共生学”を構築し、成果の社会実装を進める上で、
社会の多様なステークホルダーと如何にインタラクションを持ち、そしてリスクコミュ
ニケーションを行うかが肝心であると思います。

リスク共生社会創造センター：リスク共生の理念を実現する社会を構築するために先端科学高等研究院をはじめとする横
浜国立大学の最先端の研究成果等を社会に実装する研究・活動を行い、社会としての「リスクとの共生のあり方」「最適
な調和ある受容のあり方」を模索しながら、安全・安心の実現と活力のある社会の創造を目指していきます。

話題提供者

可能性があるから、
リスクが生じる
　リスクを最小化するのではなく、なぜ共生しなくてはならないのか。それは、リスク
の最小化は別のリスクの派生につながるからです。また、リスクは可能性があるから生
じるものです。リスクを最小化するということは、潜在する可能性をも小さくしてしまう。
つまり、リスクは最適化することが望ましいわけです。リスク共生社会を実現するためには、
①どのような社会を目指すのかを明確にする。②リスクを体系的に整理する。③その影
響を分析する。最終的には、判断するためのリスク選択の仕組みを構築することが重要
となります。
　現在、当センターでは、工学的にリスクを評価できるデータベース、そして社会的な価値
観を調べながら順次改定するシステム、この2つを使って、必要な施策を評価するシステムを
作り、リスク共生社会の実現に向かっていきたいと思っています。

NOGUCHI Kazuhiko
野口 和彦

横浜国立大学 リスク共
生社会創造センター長
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パネリスト

学際的に不確実性を
乗り越える
　横浜国立大学の特徴の強化と見える化のためのキーコンセプトがリスク共生であり、
活発な研究者がこのコンセプトのもとで連携することによって、更なる高みを目指して
いるのが、この先端科学高等研究院であると思っております。
　リスク共生社会を実現する上で、リスク最適化の難しさが指摘されました。高い不確
実性が理想的な解を難しくしています。社会の意識や価値観とともに理想的な解が変化し、
理想とする社会も変わります。意識や価値観に応じた理想的な解の探索、すなわち社会
の在り方を適切に捉えていくためには、異分野との緊密な連携による研究活動が重要で
す。リスク共生社会実現という視点から研究ユニットの位置づけを把握し、リスク最適
化実現のためのイノベーション・技術はどうあるべきかという解も出していただきたい。
　必ずしも最終解を出すのではなくて、適切に把握された社会の意識や価値観に対して

「現在のこういう条件下では最適解あるいは理想的な社会というのはこうだ」という学
術に裏打ちされた提案が可能になることが重要と思います。この高等研究院がベースと
なり、各研究ユニットがどのように関わるのかを見極めながら、異分野との連携融合関
係を深化させて、理想社会に向けた答えを求めて協働していただきたいと思います。

SUZUKI Kunio
鈴木 邦雄

前横浜国立大学長・前
先端科学高等研究院長

パネリスト

リスク最適化社会の
構築を目指して
　リスクの最小化ではなく、リスクの最適化が重要であるというのが“リスク共生学”の
基本的考え方であり、直感的に非常に大切だと判断しています。しかし、これを追求す
ることは重要ですが、現実的に実践することは相当難しいと思われます。
　東日本大震災による原発事故の例でも、東京電力内では問題提起がなされていたものの、
組織の論議の中で抑えられてしまったため、具体的な対策に至らなかったという話も聞
きました。工学的なリスクの評価に加えて、社会的価値のデータベース化とその活用に
よって、リスクの最適化を図ることが不可欠なのだと思います。社会の側の認識を変え
る必要も含め、非常に険しい道程であり一朝一夕には難しいと予想されますが、先端科
学高等研究院という組織を立ち上げられたことで、リスク共生学の実現に向けて、ぜひ
一生懸命やっていただきたいし、それに対する支援もさせていただきたいと思っています。

MAKI Yoshihiro
馬来 義弘

公益財団法人 神奈川
科学技術アカデミー
理事長

パネリスト

リスクゼロを目指してきた
自動車業界の新しい視点
　自動車業界では、昔からリスクゼロが鉄則でした。車は移動という利便性を提供する
代わりに、渋滞や交通事故、地球温暖化やエネルギー問題などのリスクがあり、それを
如何にゼロにするかを目指して、企業活動が行われてきました。
　電気自動車の開発を例に挙げると、新たな材料や機器類を搭載することによるリスクや
自動運転によるリスクと責任の所在など、利便性とリスクの関係を如何に捉え、対応する
べきかという課題がついて回ります。車に起因するリスクはゼロが望ましいと考える一方で、
移動という利便性を享受する社会システムの中では、最適値があり得るのではないかと判
断することができます。高い利便性を提供することで他方に生じるリスクについて、車単
体というよりも社会システムとして如何に捉え、対応していくべきなのか、リスク共生研
究のもとで、新たな概念と方法論が確立・提案されることを期待したいと思います。

KUMURA Haruyoshi
久村 春芳

日産自動車株式会社
 フェロー 
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　リスクとは「不確かさの影響度」であるとともに、可能性でもあります。先端
科学高等研究院は、さまざまな領域の研究者の力を結集して、リスクを徹底的に
研究し、社会実装へと展開する「リスク共生学」の確立を目指します。リスクを
効果的・効率的に最適化することは、幸せの可能性を広げる。リスクの最適な選
択・対応が、安心・安全で豊かな社会の創生につながります。私たちの未来に向
けたチャレンジにご期待ください。

横浜国立大学工学部造船工学科卒業、東京大学大学院工学系研究科船舶工学専攻修了（工学博士）。
専門は機械工学。機械だけでなく、人の流れや細胞培養などの「振動の制御」を研究。

MORISHITA Shin

森下 信
（横浜国立大学 理事（研究・評価担当）・副学長）

［質疑応答］

［閉会挨拶］

現実的には、リスクが発現した場合に、いかにその被害を少なくで
きるかに対応する、というのが一般的な管理策だと思うのですが。

「リスク共生社会」というテーマですが、リスク共生というものの適
用先は社会だけではなく、もっと小さな単位にもあると思うのですが。

リスク共生学を研究することによって、どのような効果が得られる
のか。具体的なケースを教えていただきたい。

野口　リスクマネジメントと危機管理では考え方が違います。実際にリスクが発現
した時にどうするかも重要な概念ですが、それは危機管理またはクライシスマネジ
メントという学問体系に含まれます。リスクマネジメントは、発生確率は小さくても
影響の大きなリスクを保有すると判断した場合には、それが起きたらどうするかと
いう危機管理対策も含まれますが、リスクをゼロにするのではなく、保有した上で
事前に最適化させることを考えるマネジメントです。

野口　リスク共生とは、あらゆる組織のあらゆるリスクに対応できる考え方なので、
企業やプロジェクト、事業の運営などにも使えると思っています。今後は科学技術
の発達によって、社会や組織の構成要素も変わってくるので、人間以外の機械やプ
ログラム、ロボットも対象に含むことになるかもしれません。対象が変わった時には、
それを取り込むという先駆的な視点も求められることになるでしょう。

野口　1つはエネルギー対策です。そして、自然災害への対策にもなります。津波に
対するリスク対策として、堤防が適切なのか、あるいは海とともにある暮らしを優
先すべきか。それだけでも、さまざまな観点が必要だと思います。リスク共生学か
ら得られた結論は、政策や企業のプロジェクトなどにも反映されると思います。

Q

Q

Q
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13:00

13:05

13:10

13:20

13:50

14:20

14:50

15:20

15:50

16:20

17:20

PROGRAM

開会挨拶

来賓挨拶

高等研究院の概要について

招待講演１

招待講演2

研究講演

先端科学高等研究院
研究紹介

　　

特別講演

パネル討論会

閉会挨拶

開催日時 ： 2016年3月3日（木）　13:00〜17:20　
開催場所：トラストシティカンファレンス・丸の内（東京駅）
司会： 田添 菜穂子（ホリプロ）
主催： 横浜国立大学 先端科学高等研究院

長谷部 勇一（先端科学高等研究院長・横浜国立大学長）

戸谷 一夫（文部科学省 文部科学審議官）

藤江 幸一（先端科学高等研究院 教授・副高等研究院長）

佐藤 順一（公益社団法人 日本工学会 会長・元株式会社IHI検査計測 社長）

ミカエル・ペクト（メリーランド大学 教授・先端科学高等研究院 連携教授）

藤野 陽三（先端科学高等研究院 上席特別教授）

社会インフラストラクチャの安全研究ユニット 主任研究者：藤野 陽三

水素エネルギー変換化学研究ユニット 主任研究者：光島 重徳

超省エネルギープロセッサ研究ユニット 主任研究者：吉川 信行

医療ICT研究ユニット 主任研究者：河野 隆二

海洋構造物の安全と環境保全研究ユニット 共同研究者：岡田 哲男

コンビナート・エネルギー安全研究ユニット 主任研究者：三宅 淳巳

情報・物理セキュリティ研究ユニット 主任研究者：松本 勉

超高信頼性自己治癒材料研究ユニット 主任研究者：中尾 航

次世代居住都市研究ユニット 主任研究者：北山 恒

グローバル経済社会のリスク研究ユニット 主任研究者：秋山 太郎

中南米開発政策研究ユニット 主任研究者：藤掛 洋子

安西 祐一郎（独立行政法人 日本学術振興会 理事長）

コーディネーター ： 長谷部 勇一（先端科学高等研究院長・横浜国立大学長）

話題提供者 ：  野口 和彦（横浜国立大学 リスク共生社会創造センター長）

パネリスト ： 先端科学高等研究院 運営諮問会議 学外委員

泉 紳一郎（国立研究開発法人 科学技術振興機構 社会技術研究開発センター長）

久村 春芳（日産自動車株式会社 フェロー）

馬来 義弘（公益財団法人 神奈川科学技術アカデミー 理事長）

鈴木 邦雄（前横浜国立大学長・前先端科学高等研究院長）

森下 信（横浜国立大学 理事（研究・評価担当）・副学長）

先端科学高等研究院
シンポジウム：「リスク共生学の創生」

研究紹介ポスターセッションおよびコーヒーブレイク

※出席者のプロフィールは開催時点のものです。
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アンケート回答者：80名（シンポジウム参加者118名）

性別

アンケート結果報告
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リスク共生学はあなたの職業に役に立つか
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今後の取り組みに役立てるため、シンポジウムにご参加いただいた方々を
対象としてアンケートを実施し、貴重なご意見をいただきました。
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［リスク共生学］広告
日本経済新聞朝刊
2016年3月7日（月）
掲載

［新聞広告］

［参加者の声］

［告知ポスター］

男｜50代
会社員

男｜60代
会社員

女｜30代
公務員

男｜30代
横浜国大教職員・学生

男｜50代
横浜国大教職員・学生

男｜20代
横浜国大教職員・学生

男｜70代以上
横浜国大教職員・学生

男｜70代以上
その他

男｜60代
その他

国際標準化機構（ISO）等でリスクマネジメントシステムが推進・運用されているが、
これらと、先端科学高等研究院との関係や連携など、将来の方向性を知りたい。また、
リスク共生学を実業へ適用するための方法論も知りたい。

具体的にどうやってリスクと付き合っていくかの実例紹介が欲しかった。例えば、
このリスク共生学が進んでいけば、東日本大震災の被害がどのくらい軽減されたか
などを示していただけると良かった。

リスクは回避するという考え方だけではなく、いかに扱うか、捉えるかを考えるきっ
かけになった。

リスクを定量的に扱い、知識や技術を社会還元することを目的とした研究に関する
シンポジウムであった。

このシンポジウムの中でも言われていたが、リスク共生学の創生には分野横断のコミュ
ニケーションは必要だと思う。

既知のリスクを低減しようとする各ユニットが、リスク共生学の創生とどう関連して
いくのか、また、不確かなリスクを一体どうやって最適化するのかなど、先端科学
高等研究院が取り組むべき今後の課題が見えてきたように思う。

先端科学高等研究院がターゲット（目標設定、社会実装（実証化）、ビジネス化など）
を明確にして、リスク共生を創生することに期待する。

リスク共生学の確立に向けて、他大学を巻き込んだり、定期的にシンポジウムを開
催したりして、もっとマスコミへ発信して欲しい。

日本が抱えている社会インフラリスク（災害、原発、防衛）に対するリスクマネジメ
ントの方法論の新展開を知るきっかけとなったシンポジウムであった。国のリスクマ
ネジメントや危機管理に対して、リスク共生学の考えに基づく提言を期待する。




